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―
―
西
大
寺
叡
尊
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
―

成

一

鎌
倉
時
代
に
於
け
る
旧
仏
教
系
で
あ
る
法
相
、
華
厳
、
律
等
の
諸
宗
に
属
す
る
南
都
諸
師
に
於
て
は
、
何
れ
も
何
等
か
の
形
で
復
興
を

め
ざ
し
、
自
ら
の
教
学
の
自
己
形
成
に
ま
で
高
め
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
取
り
あ
げ
ん
と
す
る
西
大
寺
叡
尊
に
於
て
も
、
従
来
の

見
解
に
従
え
ば
、
戒
律
復
興
に
志
ざ
す
と
共
に
、
そ
れ
に
伴
う
説
戒
及
び
授
戒
活
動
、
引
い
て
は
大
日
、
釈
迦
、
文
殊
、
太
子
等
の
諸
信

仰
に
基
づ
く
慈
善
救
済
活
動
を
す
す
め
る
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
過
程
に
於
て
、
彼
を
中
心
と
す
る
結
合
集
団
な
る
も
の
を
形
成
せ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
故
に
こ
れ
が
解
明
に
あ
た
っ
て
は
、
先
づ
叡
尊
そ
の
人
の
教
学
信
仰
の
内
実
を
知
る
と
共
に
、
更
に
は
教
化
活
動
の

実
態
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
し
、
時
代
背
景
的
に
は
、
上
代
以
来
の
仏
教
々
団
の
あ
り
方
、
更
に
は
鎌
倉
初
期
に
於
け
る
新
興
諸
宗
の
初
期

教
団
の
形
態
等
に
つ
い
て
の
理
解
を
も
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
論
を
す
す
め
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
既
に
諸
氏
Ｔ
）
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
如
く
、
上
代
に
あ
っ
て
は
、　
行
基
等
の
如
く
仏
者
と
し
て
の
主
体
的
行
き
方
を
す
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る
者
も
あ

っ
た
が
、
そ
れ
等
は
む
し
ろ
例
外
に
し
て
、
僧
侶
の
生
活
は
、
僧
綱
の
統
制
下
に
僧
尼
令
に
よ

っ
て
規
定
せ
ら
れ
、
戒
律
を
守

り
、
国
家
に
対
す
る
祈
蒔
を
以
て
使
命
と
す
る
極
め
て
他
律
化
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
即
ち
そ
の
教
団
の
形
態
は
、
富
裕
な
経
済
を
背

景
と
す
る
寺
院
中
心
の
法
制
的
公
的
集
団
で
あ

っ
て
、
律
令
制
仏
教
と
し
て
の
性
格
ず
け
が
な
さ
れ
て
い
た
。
叉
下

っ
て
伝
教
に
創
ま
る

天
台
教
団
な
る
も
の
は
、
律
令
制
仏
教
に
対
立
し
て
成
立
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
世
紀
以
降
は
律
令
制
仏
教
化
し
た
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
か
ら
、
そ
の
教
団
形
態
等
に
つ
い
て
も
推
測
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
、　
鎌
倉
時
代
の
新
興
諸
宗
に
於
け
る

初
期
仏
教
々
団
な
る
も
の
は
、　
如
何
な
る
性
格
形
態
の
も
の
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う

か
。
諸
氏
っ
）
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
上
代
か
ら
の
か
か
る
体
制
の
か
ら
を
破

っ
て
、
　
一
人
の
祖
師
の
人
格
を
中
心
と
す
る
同
行
者
の
集
団

で
あ

っ
て
、
そ
こ
で
は
人
格
的
結
合
を
以
て
せ
ら
れ
、
私
的
団
体
で
あ
り
、
自
主
的
な
集
団
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
こ
の

時
代
の
初
期
仏
教
々
団
な
る
も
の
は
、　
一
人
の
人
格
を
紐
帯
と
し
て
の
同
行
者
の
結
合
体
で
あ
る
か
ら
、
人
格
こ
そ
が
そ
の
教
団
の
基
盤

で
あ
り
、
そ
こ
に
こ
の
時
代
の
特
色
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
ら
ば
西
大
寺
叡
尊
を
中
心
と
す
る
教
団
、
即
ち
叡
尊

の
教
に
は
ら
ま
れ
た
る
教
団
と
し
て
の
特
殊
な
様
相
と
理
念
に
よ

っ
て
形
成
せ
ら
れ
た
教
団
と
は
如
何
な
る
形
態
及
び
性
格
の
も
の
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
叉
如
何
な
る
特
性
に
よ

っ
て
形
成
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

二

き
て
、
叡
尊
の
宗
教
体
験
よ
る
教
学
信
仰
の
中
核
を
求
め
る
こ
と
は
、
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
近
年
に
至

っ
て
従
来
の
考
え
方
を
更
新

す
る
成
果
も
表
は
れ
て
い
る
↑
）。　
た
と
え
ば
、
戒
律
復
興
の
問
題
に
し
て
も
、
従
来
、　
東
大
寺
大
仏
前
に
於
け
る
覚
盛
等
四
律
師
に
よ

る
自
誓
受
戒
が
、
何
れ
も
南
山
宗
の
再
興
に
あ
り
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
叡
尊
の
み
は
法
相
宗
伝
持
の
遍
学
三
蔵
所
伝
の
三
衆
菩
薩
戒



の
復
興
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
せ
ら
れ
、
ま
た
そ
の
戒
観
に
つ
い
て
も
、
彼
れ
独
自
の
密
教
戒
律
観
を
持
し
て
い
た
こ
と
が
表
明
せ
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
文
殊
、
釈
迦
、
地
蔵
、
太
子
等
の
諸
信
仰
と
大
日
信
仰
と
の
関
係
等
、
未
解
決
の
問
題
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
と

も
あ
れ
彼
の
教
学
信
仰
、
教
化
活
動
の
総
合
的
理
解
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
今
し
ば
ら
く
弟
子
性
海
に
よ
る
西
大
寺
興
正
菩
薩
御
入

滅
記
に
よ

っ
て
、
そ
の
御

一
生
涯
の
行
実
に
つ
い
て
窺

っ
て
み
よ
う
？
）。

「抑
先
師
発
心
修
行
七
十
余
回
之
間
、
専
住
〓聞
提
之
悲
願
・。
無
レ願
〓浄
利
之
往
生
一。
不
ν嫌
・一悪
趣
一、　
不
′簡
〓辺
地
一。　
只
生
〓済
度
有
縁

之
所
一、
願
レ救
〓同
類
等
形
之
生
・。
雖
レ然
願
〓大
行
満
・、
不
ン顧
〓自
生
一。
其
理
必
然
不
ツ可
〓胎
疑
一。
何
況
速
憶
〓生
前
之
本
誓
一、
恣
施
〓自

在
之
利
益
一。
豊
故
背
〓素
志
一哉
。
加
レ之
、
依
〓喩
伽
之
施
設
一、
弘
塾
口薩
通
受
戒
行
・。
学
〓真
言
之
教
理
一、
積
〓加
持
三
味
之
薫
修
一。
慈

尊
説
法
之
硼
也
。
詣
而
可
〓正
聴
聞
一。
高
祖
逝
化
之
所
、
往
而
可
′歓
〓値
遇
・。
然
者
知
足
之
上
生
労
有
〓所
願
一者
哉
。

」

右
の
前
半
の
文
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
所
は
、
叡
尊
が
常
に
人
間
関
係
の
革
新
に
力
を
そ
そ
ぎ
、
文
殊
涅
薬
経
所
読
の
文
殊
影
現
利
生
説

↑
）、
叉
悲
華
経
所
説
の
釈
土
成
仏
説
↑
）を
自
ら
の
行
く
べ
き
道
と
し
て
受
容
し
、
大
悲
聞
提
の
悲
願
に
住
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

叉
後
半
の
文
の
示
す
と
こ
ろ
は
、
喩
伽
師
地
論
本
地
分
中
菩
薩
地
、
第
十
五
初
持
喩
伽
処
戒
品
に
説
く
、
菩
薩
の
三
衆
戒
を
弘
宣
す
る
労

ら
、
真
言
教
に
よ
る
加
持
三
味
に
住
せ
ら
れ
、
即
身
成
仏
の
道
を
易
行
と
し
て
証
得
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
こ
と
は
、

彼
の
自
叙
伝
で
あ
る
感
身
学
正
記
や
戒
律
関
係
を
始
め
て
と
す
る
顕
密
に
亘
る
著
述
、
特
に
諸
願
文
を
見
る
こ
と
に
よ

っ
て
理
解
せ
ら
れ

る
所
で
あ
り
、
彼
の
生
涯
を
決
定
づ
け
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
ら
ば
か
か
る
教
化
活
動
に
基
づ
い
て
形
成
せ
ら
れ
た
教
団

と
は
如
何
な
る
形
態
性
格
の
も
の
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
種
々
の
資
料
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
弘
安
三
年
八
月
十
六
日
、
彼
の
弟
子
達
の
発
願
に
よ
っ
て

造
立
せ
ら
れ
た
叡
尊
八
十
歳
の
寿
像
並
に
納
入
文
書
等
を
手
が
か
り
と
し
て
、
論
を
す
す
め
る
こ
と
に
し
よ
う
？
）。
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こ
の
寿
像
は
そ
の
内
部
に
黒
書
さ
れ
た
銘
記
に
よ

っ
て
明
ら
か
な
如
く
、
大
仏
師
法
橋
、
善
春
、
春
聖
、
善
実
、
尭
善
等
の
手
に
よ

っ

て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
納
入
文
書
で
あ
る
が
、　
宝
歴
十
二
年

（
一
七
ユ全
し
、　
修
理
の
際
、　
追
加
納
入
さ
れ
た
文
書
二
十
八
点

と
、
初
め
か
ら
の
三
十
二
点
と
に
区
別
さ
れ
る
が
、
最
初
か
ら
の
重
要
な
も
の
を
あ
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
自
誓
受
戒
記

一
巻
。
（嘉
禎
二
年
丙
申
九
月
）
そ
の
他
、
別
受
戒
願
文
（寛
元
三
年
九
月
十
三
日
、
家
原
寺
清
涼
院
、
文
殊
堂
に
於
け
る
願
文
）
。

叡
尊
等
九
人
に
よ
る
紹
隆
三
宝
利
楽
有
情
誓
願
文
、
（宝
治
元
年
五
月
十
五
日
）。
覚
盛
等
五
人
に
よ
る
願
文
、

（宝
治
元
年
七
月

一
日
）
。

貞
俊
願
文
、
（宝
治
元
年
七
月
三
日
、
同
宝
治
元
年
八
月
十
二
日
）。
惣
持
願
文
、
（宝
治
二
年
三
月
八
日
）。　
澄
慧
願
文
、

（文
永
七
年
正
月
十

七
日
、
文
永
九
年
三
月
十
三
日
）。

二
、
西
大
寺
有
恩
過
去
帳
、　
一
巻
。
（結
縁
衆
二
千
三
百
十
人
の
名
を
連
ぬ
Ｘ
給
持
小
比
丘
鏡
恵
の
識
義じ

三
、
授
菩
薩
戒
弟
子
交
名
。
（そ
の
こ

一
巻
。
比
丘
衆
、
三
八
九
名
。
法
同
沙
弥
、　
〓

〓
一名
。
比
丘
尼
衆
、　
一
八
三
名
。

式
刃
尼
衆
、

四
八
名
。
法
同
沙
弥
尼
、
六
〇
名
。
（鏡
恵
の
識
〓
じ

四
、
授
菩
薩
戒
弟
子
交
名
、
（そ
の
一
こ
一
巻
。
形
同
沙
弥
（過
去
者
名
、
西
大
寺
、
般
若
寺
、
大
安
寺
、
西
林
寺
、
薬
師
院
、
浄
住
寺
、

春
光
寺
、
弘
正
寺
、
多
田
院
、
教
興
寺
、
神
願
寺
、
三
学
院
、
額
安
寺
の
現
住
）
（己
上
一一八
〇
名
）
形
同
沙
弥
尼

（過
去
者
名
、
法
華

寺
、
教
聖
院
、
道
明
寺
、
光
台
寺
の
現
在
Ｘ
己
上
〓
一一八
名
×
鏡
恵
の
識
主
じ

五
、
近
住
男
女
交
名
、　
一
巻
。
（過
去
近
住
男
分
、
西
大
寺
現
住
男
分
、
過
去
近
住
女
分
、
西
大
寺
現
住
女
分
）
（都
合
三
一一五
名
×
鏡
恵

語
識
）

六
、
西
大
寺
西
僧
一房
造
営
同
心
合
力
奉
加
帳
、　
一
巻
。
（当
寺
分
、
海
龍
王
寺
分
、
般
若
寺
分
、
不
退
寺
分
、　
喜
光
寺
分
、　
鎌
倉
極
楽

寺
分
等
、
惣
都
合
七
百
十
五
貫
百
五
十
文
。
米
三
石
。
（鏡
恵
識
義じ



七
、
舎
利
安
置
状
、　
一
紙
。

八
、
元
寇
祈
願
文
残
欠
、
二
紙
。

九
、
供
養
法
日
数
、　
一
巻
。

十
、
僧
尼
願
文
類
、
十
五
紙
。

十

一
、
敬
白
文
、　
一
紙
。
（己
上
願
文
、
十
二
点
）

十
二
、
大
仏
頂
陀
羅
尼
及
五
種
陀
羅
尼
、　
一
巻
。

十
三
、
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
そ
の
他
、　
一
巻
。

十
四
、
梵
網
経
そ
の
他
、　
一
冊
。

十
五
、
金
光
明
最
勝
王
経
、
十
巻
。

十
六
、
悲
華
経
巻
第
六
、
第
七
、
二
巻
。

十
七
、
般
若
理
趣
経
、　
一
紙
。

十
八
、
法
華
経
、
無
量
義
経
、
普
賢
経
、
般
若
心
経
等
、　
一
箱
。

十
九
、
新
側
定
四
分
僧
戒
い　
一
巻
。

二
十
、
梵
字
経
典
、
六
冊
。

二
十

一
、
両
界
種
子
曼
茶
羅
、　
一
紙
。
（以
上
経
典
類
十
一
点
）

こ
れ
等
の
文
書
の
外
に
、
金
銅
舎
利
塔

一
基
と
、
上
書
に

「祖
師
菩
薩
御
父
母
御
遺
骨
」
と
記
さ
れ
た
一
包
が
納
入
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
今
こ
れ
等
の
資
料
に
よ

っ
て
理
解
さ
れ
る
所
は
、
先
づ
西
大
寺
を
中
心
と
す
る
叡
尊
教
団
の
形
態
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
り
、
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祖
師
観
が
如
何
な
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
か
を
知
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
弟
子
達
の
発
願
に
よ

っ
て
造
立
せ
ら
れ
た
祖
師
像
が
如
何
な
る
目

的
に
よ

っ
て
造
立
せ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
も
そ
の
前
年
に
は
安
置
き
る
べ
き
西
僧
坊
が
造
営
せ
ら
れ
て
い
る
。
勿
論
、
師
命
永
か

れ
と
祈

っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
納
入
文
書
中
の
西
大
寺
有
恩
過
去
帳
、
授
菩
薩
戒
弟
子
の
交
名
録
、
西
大
寺
西
僧
坊
造
営
同
心
合
力

奉
加
帳
の
末
尾
の
鏡
恵
の
識
語
や
、
弟
子
僧
尼
の
願
文
に
よ

っ
て
明
か
な
る
如
く
、
偏
に
弟
子
達
自
ら
が
師
に
従

っ
て
生
々
世
々
に
随
順

修
行
せ
ん
が
た
め
で
あ
り
、
断
悪
修
善
、
菩
提
心
を
お
こ
し
、
永
く
退
転
せ
ざ
ら
ん
が
た
め
の
誓
い
と
願
い
の
た
め
で
あ

っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
こ
に
は
西
大
寺
を
中
心
と
す
る
諸
寺
の
衆
徒
と
し
て
の
祖
師
観
が
窺
は
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
ど
こ
ま
で
も

一
人
の
人
格
者
、
同

行
先
達
者
と
し
て
見
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
鏡
恵
は
そ
の
師
叡
尊
を
以
て
西
大
寺
衆
首
大
徳
と
規
定
し
、
同
門
の
主
と
し
て
の
尊
信
を
以

て
し
て
い
る
。
し
か
も
叉
そ
こ
に
こ
の
教
団
の
形
態
、
性
格
が
示
さ
れ
て
お
り
、
先
に
も

一
言
せ
る
如
く
、
上
代
以
来
の
富
裕
な
経
済
を

背
景
と
せ
る
法
制
的
公
的
集
団
の
か
ら
を
脱
し
た
、　
一
人
の
祖
師
の
人
格
を
中
心
と
す
る
同
行
者
の
私
的
集
団
の
形
態
を
取
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
教
団
の
性
格
は
律
令
制
に
よ
る
他
律
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
律
令
制
の
わ
く
を
打
ち
破

っ
て
、
仏
者
と
し
て
の
主

体
性
に
立
つ
、
自
主
的
集
団
と
し
て
の
性
格
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
と
に
特
筆
さ

る
べ
き
は
、
こ
の
教
団
が
西
大
寺
を
中
心
と
す
る
諸
寺
の
衆
徒
を
結
集
し
て
形
成
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
等
の
衆
徒
を
結
合

せ
し
め
て
行
く
過
程
に
於
て
、
か
か
る
仕
方
、
即
ち
祖
師
の
造
像
と
結
縁
交
名
録
の
納
入
に
よ
る
こ
と
は
、　
一
つ
の
特
色
で
あ
り
、
同
行

的
集
団
結
合
の
意
識
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
な
さ
じ
め
て
行
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
か
か
る
仕
方
は
、
叡
尊
の
指
導
に
よ

っ
て

な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
、
彼
の
弟
子
達
の
発
願
に
か
か
る
道
明
寺
所
蔵
、　
太
子
孝
養
像
の
造
立
と
結
縁
尼
僧
交
名
録
の
納
入
↑
）。　
元
興

寺
極
楽
坊
所
蔵
、
太
子
孝
養
像
の
造
立
と
結
縁
交
名
録
の
納
入
等
６
）
の
諸
例
に
よ

っ
て
も
窺
は
れ
る
所
で
あ
り
、　
言
は
ば
西
大
寺
叡
尊

教
団
の
体
制
づ
く
り
え
の
一
特
色
と
も
言
は
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
ら
ば
、
か
か
る
叡
尊
を
中
心
と
す
る
教
団
は
如
何
な
る
特
性



を
も
つ
教
団
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
教
団
組
織
の
中
核
と
し
て
の
本
尊
と
は
如
何
な
る
も
の
と
し
て
規
定
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

三

叡
尊
の
理
想
が
十
善
諸
国
に
遍
く
、
七
衆
中
辺
に
満

つ
る
を
以
て
そ
の
理
想
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
如
く
、
仏
子
た
る

の
自
覚
を
以
て
、
七
衆
夫
々
別
解
脱
律
儀
戒
を
堅
く
守
り
、
菩
薩
通
受
戒
の
実
践
の
上
に
立
つ
集
団
で
あ
り
、
律
制
を
厳
守
し
、
厳
粛
な

中
国
渇
磨
の
受
戒
儀
式
に
よ
り
な
が
ら
、
梵
網
十
重
禁
、
断
悪
修
善
、
利
生
の
菩
薩
道
実
践
の
現
実
化
を
理
想
と
す
る
集
団
で
あ
る
と
こ

ろ
に
、
そ
の
特
性
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
叉
聖
徳
太
子
、
行
基
等
の
先
離
を
追
い
、
こ
れ
を
讃
仰
し
、
文
殊
、
釈
迦
、
地
蔵
、
弥
勒
、

虚
空
蔵
等
の
諸
菩
薩
を
信
仰
し
、
夫

々
の
立
場
か
ら
大
衆
に
結
縁
せ
し
こ
と
も
、
こ
の
教
団
の
特
性
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
特

に
聖
徳
太
子
を
伝
暦
に
規
定
す
る
信
仰
に
よ
り
な
が
ら
も
、
別
し
て
東
隅
仏
法
の
曇
祖
、
娑
婆
世
界
の
無
長
主
と
し
て
尊
崇
し
、
随
所
に

太
子
講
を
修
し
て
結
縁
せ
し
こ
と
も
、
特
色
の

一
つ
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
貧
）。　
ま
た
、　
こ
こ
に
附
言
す
べ
き
は
、
叡
尊
が
出

家
在
家
に
亘
る
極
め
て
積
極
的
な
る
授
戒
活
動
．
諸
信
仰
に
基
づ
く
非
人
類
人
え
の
救
済
活
動
を
展
開
せ
し
め
、
叉
他
面
、
持
律
持
戒
行

即
ち
三
密
行
な
り
と
の
信
念
に
立
脚
し
て
、
利
生
え
の
活
動
を
展
開
せ
し
め
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に

一
言
せ
し
所
で
あ
る
が
、
か
か

る
積
極
的
活
動
に
向
は
じ
め
た
内
的
動
因
、
思
想
的
背
景
と
も
な

っ
た
も
の
が
如
何
な
る
も
の
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
叡
尊
の
太
子
講

式
表
白
文
に
は
っ
）、
次
の
如
く
説
か
れ
て
い
る
。

弟
子
等
倍
以

虚
妄
雲
厚
、
久
覆
〓法
性
之
月
一、
幻
境
風
猛
鎮
起
〓識
海
之
浪
・。
植
〓業
種
於
善
悪
・、
受
〓異
熟
於
苦
楽
一、
輸
〓廻
六
趣
・。

善
）車
無
レ始
、
転
〓変
四
生
・似
ν環
無
レ終
。
或
交
〓炎
熱
一而
受
〓鉄
杖
、

或
臥
〓寒
氷
・而
変
〓身
色
・、
或
交
〓炎
熱
・而
困
〓飢
苦
一、
或
呑
〓鉤
針
一

而
哀
〓身
命
一、
或
鷹
隼
所
′摯
、
或
虎
狼
所
レ嗽
、
或
八
苦
所
レ纏
、
或
五
衰
所
レ逼
、
如
ツ此
衆
苦
経
〓幾
劫
数
一、
如
ν此
果
報
受
〓幾
類
形
一、

鎌
倉
期
南
都
仏
教
教
団
の
形
成

（成
田
貞
寛
）　
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鎌
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三
塗
苦
、
人
間
苦
、
何
所
為
雫絶
〓苦
集
・之
善
邦
‘。
上
界
迷
、
下
界
迷
、
何
類
為
下示
〓減
道
一之
導
師
〓。
生
死
亦
生
死
、
苦
海
波
漫
々
。

流
転
亦
流
転
、
長
夜
暗
悠
々
。
鳴
呼
可
ψ悲
哉
、
鳴
呼
可
）痛
哉
、
何
為
何
為
。

右
の
文
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
如
く
、
業
報
輪
廻
の
思
想
の
あ
る
こ
と
が
看
取
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
彼
の
人
間
観
照
の
深
化
を
推
進
せ
し

め
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
と
も
と
業
報
輪
廻
の
説
は
、
対
象
的
に
見
ら
れ
る
限
り
、
生
存
の
運
命
的
必
然
性
を
強
調
す
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
主
体
的
に
は
、
そ
れ
と
は
逆
に
解
脱
と
自
由
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
常
に
覚
醒
え
の
呼
び
か
け

と
し
て
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
罪
業
え
の
自
覚
と
懺
悔
、
罪
の
連
帯
性
え
の
自
覚
は
、
自
他
の
罪
を
悲
し
み
、
自
他
の

罪
苦
を
あ
わ
れ
み
慈
じ
む
で
、
自
他
を
共
に
解
放
の
世
界
え
至
ら
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
、
そ
こ
に
は
必
ず
危
機
感
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。

か
か
る
危
機
感
こ
そ
、
殺
生
禁
断
、
非
人
願
人
え
の
救
済
活
動
の
積
極
化
を
促
し
た
も
の
と
し
て
注
意
き
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
叉
そ
こ
に

於
て
は
、
自
我
愛
は
全
く
超
克
せ
ら
れ
て
、
自
他
共
に
無
我
愛
の
か
が
や
き
の
中
に
蘇
る
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
生
々
世
々
、
生
存
の

事
実
性
を
直
視
す
る
者
に
と

っ
て
、
業
報
輪
廻
の
思
想
ほ
ど
吾
々
の
迷
妄
の
境
涯
を
開
か
し
め
ん
と
す
る
も
の
は
な
い
。
叡
尊
を
中
心
と

す
る
こ
の
教
団
の
教
化
救
済
活
動
の
基
底
に
か
か
る
流
れ
の
あ
る
こ
と
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
ら
ば
、
次
に
こ
の

教
団
の
構
成
組
織
の
中
、
特
に
本
尊
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
よ
う
。

こ
の
教
団
が
西
大
寺
を
中
心
と
す
る
西
大
寺
系
諸
寺
の
同
行
者
を
中
心
と
す
る
集
団
で
あ
る
こ
と
は
、
申
す
ま
で
も
な
く
、
叉
集
団
の

依
処
た
る
諸
寺
が
官
寺
で
も
氏
寺
で
も
な
く
、
修
道
院
的
な
も
の
で
あ
り
、
世
俗
的
権
力
の
介
入
を
許
さ
ぬ
無
縁
の
も
の
を
理
想
と
し
て

い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
■
）。　
叉
そ
の
経
済
的
基
盤
も
同
行
者
各
自
の
醸
出
叉
は
叡
尊
の
徳
を
慕

っ
て

任
意
寄
附
さ
れ
た
も
の
に
よ

っ
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
２
）。　
そ
の
他
教
団
運
営
の
方
式
等
、
種
々
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
う
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、　
こ
の
教
団
の
本

尊
に
つ
い
て
考
察
を
す
す
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。
さ
て
こ
の
教
団
の
本
尊
を
い
か
な
る
も
の
と
し
て
設
定
す
る
か
は
、
重
要
な
る
課
題
の



一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
西
大
寺
系
諸
寺
の
本
尊
と
し
て
は
、
釈
迦
如
来
像
を
安
置
す
る
所
も
あ
れ
ば
、
文
殊
菩
薩
像
、
地
蔵

菩
薩
等
、
そ
の
形
式
は
種
々
不
同
で
あ
る
。
今
叡
尊
の
教
学
信
仰
及
び
実
践
活
動
に
即
し
て
考
察
す
る
時
、
重
点
を
何
れ
に
お
く
か
に
随

っ
て
そ
の
見
解
も
異

っ
て
来
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
建
長
元
年

貧

二
四
九
）
四
月
、
叡
尊
の
発
願
に
よ
っ
て
造
立
せ
ら
れ
四
王
堂
に
安
置
、

現
在
西
大
寺
金
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
清
涼
寺
式
釈
迦
如
来
像
を
以
て
本
尊
と
規
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
ら
る
。
し
か
ら
ば
、
如
何
な

る
思
想
的
根
拠
を
背
景
と
す
る
釈
迦
如
来
で
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
教
団
の
人
々
は
如
何
な
る
釈
迦
如
来
と
し
て
こ
れ

を
信
仰
し
礼
拝
の
対
象
と
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
的
に
言
え
ば
、
先
に
も

一
言
せ
る
如
く
、
叡
尊
の
実
践
活
動
の
思
想
的
根
拠
と

な

っ
た
悲
華
経
所
説
の
釈
迦
如
来
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
只
一
類
の
も
の
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
は
早
計
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
さ
れ
ば
先
づ
、
悲
華
経
所
説
の
釈
迦
如
来
と
は
如
何
な
る
如
来
と
し
て
規
定
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
貞
慶
の
唐
招
提
寺
釈
迦
念
仏

会
の
願
文
に
よ
っ
て
窺
う
こ
と
が
最
も
掟
径
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
翁
）。

「夫
娑
婆
十
悪
之
境
、
諸
仏
棄
而
無
レ出
。
賢
劫
五
濁
之
末
、
群
生
沈
而
難
レ浮
。　
唯
我
本
師
釈
迦
牟
尼
如
来
、
常
廻
〓此
難
忍
之
土
・、

独
救
〓其
難
化
之
生
一。
蓋
大
悲
憐
〓極
悪
一之
至
。
本
願
摂
・一械
土
一之
誓
也
。
恩
徳
広
大
、
殆
不
ψ可
レ述
。

夫
釈
迦
如
来
者
、
此
界
之
慈
父
。
我
等
之
悲
母
也
。　
一
代
之
教
主
也
。
四
衆
之
本
師
也
。
　
一
体
兼
〓四
徳
・、
都
無
〓其
類
・。　
不
〓是

一

期
之
因
縁
一、
遠
答
〓多
生
之
引
摂
・。
只
不
〓以
前
之
恩
徳
一、
必
有
〓当
生
之
値
遇
・。
十
方
有
〓仏
土
一、
世
尊
之
所
レ示
。
余
仏
可
二帰
依
・、

本
師
之
所
ν勧
也
。

と
説
い
て
い
る
。
釈
迦
如
来
こ
そ

一
体
四
徳
を
兼
ぬ
る
も
の
で
あ
り
、
娑
婆
十
悪
の
能
化
主
、
賢
劫
五
濁
の
導
師
で
あ
り
、
そ
の
大
悲
は

極
悪
を
憐
む
の
至
れ
る
も
の
で
、
そ
の
本
願
は
械
土
を
摂
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
機
縁
我
等
に
極
め
て
深
く
、

只

一
期
の
因
縁
の
み
な
ら
ず
、
多
生
の
引
摂
に
答
う
る
も
の
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
救
主
と
し
て
、
教
主
と
し
て
、
本
師
と

鎌
倉
期
南
都
仏
教
教
団
の
形
成

（成
田
貞
寛
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し
て
の
釈
迦
如
来
を

一
体
不
離
な
る
も
の
と
し
て
観
じ
、
三
世
に
亘
る
因
縁
浅
か
ら
ざ
る
も
の
と
し
て
、
し
か
も
五
百
の
大
願
を
誓
わ
れ

し
如
来
と
し
て
規
定
し
て
い
る
所
に
そ
の
特
色
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
叡
尊
が
社
会
救
済
活
動
の
思
想
的
源
流
を
悲
華
経
諸
菩
薩
本
授

記
品
に
求
め
て
行

っ
た
こ
と
は
寛
元
三
年
九
月
、　
家
原
寺
に
於
け
る
如
法
別
受
の
必
萄
戒
を
始
行
す
る
時
の
願
文
２
）、　
宝
治
元
年
の
西

大
寺
に
於
け
る
夏
安
居
の
発
願
文
等
に
於
て

，
）、　
明
ら
か
で
あ
り
、
釈
迦
の
別
願
に
随
順
し
て
、
無
聞
非
法
の
衆
生
を
し
て
、　
菩
薩
行

を
修
せ
し
め
、
諸
仏
の
世
界
に
引
導
せ
ん
と
の
堅
い
決
意
を
表
明
し
て
い
る
か
ら
、
如
何
に
叡
尊
が
悲
華
経
所
説
の
釈
迦
如
来
に
帰
依
し

て
い
た
か
を
推
測
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
叉
、
叡
尊
は
真
言
密
教
を
相
承
し
て
い
る
か
ら
何
等
か
の
形
で
大
日
如
来
と
釈
迦
如
来

と
の
関
係
を
解
決
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
古
来
、
大
釈
同
体
、　
別
体
の
説
は
種
々
論
ぜ
ら
れ
、　
そ
の
批
判
説
も
展
開
せ
ら
れ
鵞
）、

大
日
如
来
と
釈
迦
如
来
と
を
体
と
用
、
全
体
と
部
分
と
の
関
係
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
、
畢
党
、
体
を
離
れ
た
用
は
な
く
、
部
分
を
離
れ
た
全

体
も
な
い
故
に
、
用
よ
り
体
に
入
り
、
分
よ
り
全
に
進
む
こ
と
に
よ

っ
て
、
初
め
て
そ
こ
に
真
の
意
味
と
価
値
と
が
生
じ
て
来
る
と
論
ぜ

ら
れ
て
い
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
、
叡
尊
教
団
の
釈
迦
如
来
観
の
背
景
に
は
、
常
に
大
日
如
来
を
考
慮
に
入
れ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

以
上
、
西
大
寺
叡
尊
教
団
の
形
態
と
性
格
に
つ
い
て
、
上
代
及
び
中
世
初
期
に
於
け
る
諸
教
団
の
形
態
性
格
を
か
え
り
み
な
が
ら
検
討

し
、
叡
尊
と
言
う

一
人
格
を
中
心
と
す
る
私
的
、
自
主
的
教
団
に
し
て
、
中
世
教
団
と
し
て
の
共
通
性
を
基
底
に
た
た
え
な
が
ら
も
、
こ

の
教
団
が
律
儀
戒
を
厳
守
し
、
断
悪
修
善
、
三
衆
通
受
の
菩
薩
道
実
践
集
団
と
し
て
の
特
性
を
も
つ
も
の
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
来
た
の

で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
教
団
が
利
生
活
動
の
積
極
化
を
進
め
て
行
く
背
景
に
、
業
報
輪
廻
の
思
想
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
思
想
の

本
来
的
意
味
を
考
え
、
更
に
こ
の
教
団
の
本
尊
論
に
つ
い
て
言
及
し
、
悲
華
経
所
説
の
釈
迦
如
来
の
内
容
を
も
つ
も
の
な
る
も
の
こ
そ
、

こ
の
教
団
と
し
て
ふ
さ
わ
し
き
も
の
で
あ
り
、
他
面
、
大
日
如
来
と
の
関
係
を
も
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。



従
来
こ
の
教
団
の
教
化
救
済
活
動
に

つ
い
て
種

々
の
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
６
）、　
仏
者
集
団
と
し
て
の

本
来
的
意
味
を
考
察
し
な

け
れ
ば
、
真

の
評
価
を
誤
る
も
の
で
あ
り
、

こ
の
教
団

の
本
質
を
も
見
き
わ
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
附
言
し
、
結
語
と
す
る
。

（１
×
２
）

宮
崎
円
遵
著

「中
世
仏
教
教
団
の
基
盤
」
（印
度
学
仏
教
学
研
究
、
第
三
巻
、
第

一
号
所
収
）

（３
）

徳
田
明
本
著

「南
山
律
宗
と
し
て
の
西
大
寺
派
に
つ
い
て
」
（南
都
仏
教
第
十
八
号
所
収
）

（４
）

拙
著

「
西
大
寺
興
正
菩
薩
御
入
滅
記
に
つ
い
て
」
（印
度
学
仏
教
学
研
究
、
第
五
巻
、
第
二
号
所
収
）

（５
）

宮
崎
円
遵
著

「文
殊
信
仰
と
利
生
事
業
」
（中
世
仏
教
と
庶
民
生
活
所
収
）

（６
）

拙
著

「鎌
倉
期
南
都
諸
師
の
釈
迦
如
来
観
と
利
生
事
業
」
（仏
教
大
学
研
究
紀
要
、
第
四
十
四
、
四
十
五
合
巻
号
所
収
）

（７
）

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
篇

「
西
大
寺
叡
尊
伝
記
集
成
」
三
三
七
頁
参
照

（８
）

同
上
　
一一一五
九
頁
に
は

為
二生
々
世
々
随
順
修
行
一断
悪
修
善
発
菩
提
心
永
不
・一退
転
一故
記
〓名
字
一所
レ納
二西
大
寺
衆
首
大
徳
真
影
之
内
一也

弘
安
三
年
庚
辰
九
月
十
日
給
侍
小
比
丘
鏡
恵

（９
）

小
林
剛
、
杉
山
二
郎
共
著

「道
明
寺
聖
徳
太
子
像
」
（文
化
史
論
叢
所
収
×
昭
和
三
十
五
年
二
月
十
日
発
行
）

（１０
）

杉
山
二
朗
著

「元
興
寺
極
楽
寺
坊
聖
徳
太
子
像
」
（仏
教
芸
術
、
三
十
九
号
所
収
）

（Ｉ
）

拙
著

「鎌
倉
期
南
都
諸
師
の
太
子
観
」
（印
度
学
仏
教
学
研
究
第
十
二
巻
第
二
号
所
収
）

（・２
）

聖
徳
太
子
全
集
第
五
、
六
九
頁
　
（聖
徳
太
子
奉
讃
会
篇
龍
吟
社
発
行
）

（・３
）

関
東
往
還
記
、
（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
篇
、
西
大
寺
叡
尊
伝
記
集
成
所
収
）
七
三
頁
参
照
。
叡
尊
が
称
名
寺
止
住
を
廃
し
て
、
無
縁
の
寺
、

釈
迦
堂
を
選
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

（・４
）

西
大
寺
田
園
目
録
、
上
記
叡
尊
伝
記
集
成
、
四

一
二
頁
参
照
。

（‐５
）

大
日
本
仏
教
全
書
（戒
律
伝
来
記
等
記
載
篇
Ｙ
三

頁
参
照
。

（・６
）

西
大
寺
叡
尊
伝
記
集
成
（上
記
篇
と

一
一七
頁
参
照
。

（・７
）

同
　
上
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
≡
一頁
参
照
。

鎌
倉
期
南
都
仏
教
教
団
の
形
成

（成
田
貞
寛
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一
一
五



鎌
倉
期
南
都
仏
教
教
団
の
形
成

（成
田
貞
寛
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一
二
ハ

（‐８
）

高
神
覚
昇
著

「仏
身
論
」
（密
教
概
論
所
収
と

一
一九
頁
以
下
参
照

（・９
）

和
島
芳
男
著

「叡
尊

・
忍
性
」
、
持
戒
の
宗
教
の
項
、
そ
の
他
、
多
く
の
識
者
に
よ
っ
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
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